
（様式24） 令和７年度　指定管理者年度評価シート

１　基本情報

２　管理運営の成果・実績

来園者数

（鶴見緑地）

利用者数

（咲くやこの花館）

利用者数

（鶴見緑地馬場）

利用者数

(パークゴルフ場)

5,500,000人以上

（2026年までの目標値）
233,000人以上 57,800人以上 29,500人以上

7,043,704人 226,699人 65,467人 28,017人

ー 97.3% 113.2% 95.0%

利用者満足度

（鶴見緑地）

利用者満足度

（咲くやこの花館）

利用者満足度

（鶴見緑地馬場）

利用者満足度

（パークゴルフ場）

85％以上 85％以上 85％以上 85％以上

99.0％ 99.5％ 92.0％ 98.3％

116.5% 117.1% 108.2% 115.6%

※陳列館ホール、水の館ホール、むらさき亭における利用者満足度の年度実績については、利用団体向けに実施したアンケート結果を示している。

　　利用状況

鶴見緑地 咲くやこの花館 鶴見緑地馬場 パークゴルフ場

来園者数 利用者数 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用件数 利用率 利用者数 利用者数

7,043,704人 226,699人 110件 34.2% 400件 62.1% 47件 14.7% 65,467人 28,017人

6,094,654人 213,847人 87件 27.8% 366件 58.4% 26件 12.2% 65,326人 30,207人

115.6％(949,704人) 106.0％(12,852人) 126.4％(23件) 123.0％(6.4％) 109.3％(34件) 106.3％(3.7％) 180.8％(21件) 120.5％(2.5％) 100.2％(141人) 92.8％(-2,190人)

年度実績

達成率

当年度

利用状況
むらさき亭水の館ホール陳列館ホール

前年度

前年度比(差)

成果指標

数値目標

年度実績

達成率

鶴見緑地ほか６施設

建設局公園緑化部調整課公園活性化担当

市民の健康の増進と文化的な都市生活の確保を目的とする。

数値目標

指定管理者名

業務の概要

成果指標

鶴見緑地・鶴見緑地馬場・鶴見緑地パークゴルフ場・むらさき亭・咲くやこの花館・陳列館ホール・水の館ホールの管理運営・維持管理に関する業務（利用案内・受

付、要望・苦情対応、園内施設管理、関係機関との連絡調整など・魅力向上事業に関する業務

公園及び各有料施設の利用者満足度、各有料施設の利用者（件）数又は利用率（年間）、公園来園者数（2026年度までに）

公園及び各有料施設の利用者満足度　　85％以上

咲くやこの花館（利用者数）　　　　　233,000人以上

陳列館ホール（利用率）　   　　　　　 30％以上

水の館ホール（利用率）　   　　　　 　45％以上

むらさき亭（利用率）　　　　　　　　20％以上

鶴見緑地馬場（利用者数）　　　　　　57,800人以上

鶴見緑地パークゴルフ場（利用者数）　29,500人以上

公園来園者数（2026年度までに）　   　5,500,000人以上

鶴見緑地スマイルパートナーズ

【構成員】

大和リース株式会社

一般財団法人大阪スポーツみどり財団

美津濃株式会社

株式会社ウエルネスサプライ

有限会社エルミオーレ

三菱電機ビルソリューションズ株式会社

大和ライフネクスト株式会社

施設名称

施設所管課・担当

条例上の設置目的

令和２年４月１日　～　令和22年３月31日

令和７年４月１日　～　令和８年３月31日

指定期間

評価対象期間

成果指標

数値目標

利用率

（陳列館ホール）

利用率

（水の館ホール）

利用率

(むらさき亭)

30％以上 45％以上 20％以上

73.5%

14.7％

138.0%

62.1％

114.0%

34.2％

利用者満足度

(むらさき亭)

利用者満足度

（水の館ホール）

利用者満足度

（陳列館ホール）

112.9%

96.0％

85％以上

112.9%

96.0％

85％以上

112.9%

96.0％

85％以上
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３　収支状況

当年度 前年度 差異（実績－計画）

実績 765,206,182 626,430,047

計画 753,826,891 632,137,886

実績 172,866,969 167,190,651

計画 157,708,576 155,480,300

実績 839,361,247 756,204,122

計画 816,216,068 567,830,681

実績 1,777,434,398 1,549,824,820

計画 1,727,751,535 1,355,448,867

当年度 前年度 差異（実績－計画）

実績 302,551,835 255,107,945

計画 270,007,127 191,217,000

実績 1,148,344,022 946,212,826

計画 1,161,737,321 990,407,584

実績 476,423,915 451,787,511

計画 429,763,995 264,139,397

実績 1,927,319,772 1,653,108,282

計画 1,861,508,443 1,445,763,981

４　管理運営状況の評価（１次評価）

（１）成果指標の達成

達成率 評価

ー ー

116.5% A

97.3% B

117.1% A

114.0% A

112.9% A

138.0% S

112.9% A

73.5% C

112.9% A

113.2% A

108.2% B

95.0% B

115.6% A

（２）市費の縮減

評価

その他収入

（自主事業収入等）
23,145,179 車での来園者が増加したことにより駐車場収入が増加したため。

その他事業費

（自主事業支出等）
46,659,920 原材料価格の高騰によるイベント経費等が増加したため。

主な要因

咲くやこの花館における熱源設備不具合に伴うボイラーの稼働費用等が新たに発生したため。

自主事業の実施による利用率が増加したため。利用料金収入 15,158,393

合計 49,682,863

収入

業務代行料 11,379,291

特記事項

概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

市費の縮減に係る取組状況

B

評価項目

利用者満足度（鶴見緑地）

2026年までの数値目標であるため。

利用者数（パークゴルフ場）

利用者数（鶴見緑地馬場）

利用率（むらさき亭）

利用率（水の館ホール）

利用率（陳列館ホール）

利用者数（咲くやこの花館）

来園者数（鶴見緑地）

休館による駆け込み需要があったため。

イベント等の利用件数の増加や自主事業の実施による利用率の増加のため。

例年と比べ利用率は高かったものの達成には至らなかった。

合計 65,811,329

利用者満足度（咲くやこの花館）

利用者満足度（陳列館ホール）

利用者満足度（水の館ホール）

利用者満足度（むらさき亭）

利用者満足度（鶴見緑地馬場）

利用者満足度（パークゴルフ場）

快適な園内周遊や大型イベントの実施に努めた結果、満足度が高かった。

特記事項

▲ 13,393,299

主な要因

労務単価及び最低賃金の上昇によって増加したため。

原材料価格、エネルギーコストなどの上昇に伴い光熱費は増加したものの、簡易修繕の直営化による修繕費や管理用

資材の再利用化によって購入費及びごみ処分費等が減少したため。

人件費

支出

32,544,708

物件費
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（３）管理運営の履行状況

評価

B

B

B

社会的責任・市の施策との整合性 B

4-2  魅力向上事業の達成状況

５　利用者ニーズ・満足度等

評価項目

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

施設の管理運営

特記事項

・バラ園において土壌の補充や200株のバラの補植を実施し、景観の向上に努めていた。

・概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

・令和７年７月より恐竜の展示や化石発掘などの体験を通して恐竜の世界に触れながら学びを得られる施設として「ダイナソーアドベ

ンチャーツアー」を実施しており、鶴見緑地の魅力向上に努めていた。

・園内移動サービスとして導入している「つるモビ」の広報や関連コンテンツの拡充による普及促進を行い、園内の回遊性の更なる向

上を図っていた。

・概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

・指定管理者が中心となって地域連携やより良い鶴見緑地を作るための活動の場として「鶴見緑地ぷらっとフォーム」を活用し、鶴見

区民まつりの調整等、大阪市・指定管理者・周辺施設管理者・地域振興会（市民）が一丸となって運営していた。

・鶴見緑地フェスタにおいて、鶴見区をはじめとした近隣区・市に所在する企業の地域連携の場として企業出展ブースを設置し、鶴見

緑地をハブとした地域連携に寄与していた。

・概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

・ハード事業としては、令和５年度に中央第一駐車場に事前精算機設置したことに加えて、新たに当該駐車場立体駐車場の改修や誘導員の配置を行い、繁忙期の駐車場混雑のさらなる解消に努めていた。

・令和４年度にオープンしたコメダ珈琲、スターバックス、BOTANICAL HOUSE、令和５年度にオープンしたアルペンアウトドアーズ をそれぞれ適切に運営し、園内の利便性を向上させていた。

・令和４年度に整備されたつるみっこパークでは、日常的な親子連れでの利用だけでなく、遠足や校外学習でも多く利用されていた。

・令和７年度には鶴見緑地の立地や景観を活用した「ダイナソーアドベンチャーツアー」を実施し新たな鶴見緑地の魅力向上に取り組んでいた。

・ソフト事業としては、毎週日曜に定期的に開催している「せせらぎマルシェ」、「はらぺこCIRCUS」、「鶴見緑地フェスタ」等、集客力の強い事業に取り組んでおり、豊かな独創性を発揮し、賑わいの創出

を図っていた。

事業計画の実施状況

施設の有効利用

・万博関連イベントへの協力や万博開催に伴う公園内の改修工事に係る調整等、市の施策に対する協力を行っていた。

・概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

・一般園地については、アンケート調査は大阪経済大学の協力を得て、対面式にて調査を実施。より詳細の調査を行ったことで、「満足」と「やや満足」を合わせると99%となり、満足度としては令和６年度

（98.0%）よりも高いと結果となった。

・咲くやこの花館については、68.5％が「満足」、31.0％が「やや満足」の評価を得ており、「楽しかった、また来たい」「植物の手入れが行き届いている」との意見を受けていた。

・陳列館ホール、水の館ホール及びむらさき亭については、いずれの施設においても「やや満足」以上の評価が94％以上となっていた。改善点として、「水の館の床の凸凹の影響で展示会がスムーズに設置で

きなかった」「エアコンの効きが悪い」「施設の老朽化が目立つ」との意見を受けた。

・鶴見緑地馬場については、60.0％が「満足」、37.0％が「やや満足」という評価を得ており、「レッスンに参加することが楽しい」との意見があった一方、「予約がなかなか取れない」との意見もあり、昨

年度より不満意見の割合は減っていた。

・鶴見緑地パークゴルフ場については、65.0%が「とても満足」、33.3%が「満足」の評価を得た。コースの手入れについては概ね良好な評価を得られていた。
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６　外部専門家意見

７　最終評価

評価

A

B

管理運営の履行状況

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

社会的責任・市の施策との整合性

B

概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

評価項目

成果指標の達成

・園内利便性の確保を図っており、評価できる。

・公園の特性を活かしたイベントを実施することで、公園利用者の満足度向上に寄与しており、評価できる。

・夏季における利用者への熱中症対策として、夜間にイベントを実施する等の工夫を期待したい。

・各施設の利用者満足度が高いことは良いことだが、アンケートで記載されたご意見を今後の運営に活かされたい。

所見

概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。

本市が求める水準以上の効果が得られたため、「A」とした。

概ね本市が求める水準どおりであったため、「Ｂ」とした。総合評価

B

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

市費の縮減


